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「例題」を行うことで学習内容を理解
例題を通して生徒の思考力を高める！

「確認問題」で学習内容の確認・定着
学習内容の理解を深め，確実に定着させる！

図１ 例題の構成と確認問題（第１章の事例）

令和４年度に新しく刊行される情報科の教科書

「最新情報�」について，その編修方針と特徴を
以下に述べる。

１．編修方針

（１）現行科目の内容をできるかぎり活かして，「情

報�」を教えることができるようにした。
（２）例題を豊富に掲載し，例題を行うことで生徒

が学習内容を理解できるように工夫した。

（３）学習した内容を定着させるため，例題に対応

した確認問題や章末問題を設けた。

（４）座学と実習をバランスよく配置した。実習は，

考え方，解答例，考察で丁寧に解説し，自学

自習ができるようにした。

（５）身近な題材で情報技術について学び，知識に

裏付けられた判断や行動ができるようにした。

（６）学習内容と授業の進め方を考慮して，１項目に

つき見開き２ページあるいは４ページとした。

（７）難しい仕組みや概念は，図解やイラストでわ

かりやすく解説した。

（８）脚注，口絵，巻末資料等で学習内容を補足す

るとともに，QRコードで各種コンテンツにア

クセスできるようにした。

２．特徴

最新情報�は，現行課程の科目から新課程「情
報�」へのスムーズな移行を意識して編修された
教科書である。すなわち，「最新社会と情報」と

「最新情報の科学」の内容や例題で評価が高いも

のは継承し，「情報�」の内容に適合するように
改良している。また，中学校までの学習との継続

性に留意して，学習内容や例題を設定した。

構成と内容についての特徴を述べる。

２．１ 教科書の構成上の特徴

（１）豊富な例題とポイントを押さえた解説

各学習項目を，内容の説明→例題→要点→確認

問題→章末問題で構成した。まず，学習の内容を

簡潔にわかりやすく説明し，次に，身近な題材の

例題を生徒に考えさせることによって理解を進

め，論理的な思考力を育成する。

例題は，図１に示すように，「問題」，「考え

方」，「解答例」などで構成され，生徒が自分で考

え，学ぶことができる。さらに，例題に関連した

「確認問題」を置き，学習内容の理解を深め，定

着させる。必要に応じて，学んだことを「要点」

としてまとめ，生徒がより深く学ぶために，発展

的な内容を「参考」として掲載した。

（２）座学と実習でバランスよく学べる

座学（本文）と実習（例題）をバランスよく配

置し，座学で学んだ内容を例題でより深く理解す

ることができるように工夫している。

側注では，本文のキーワードを説明したり，イ

ラストや図を配置して，わかりやすく本文の内容

を補足した。また，情報に関する法規やモラルは，

「ルール」や「マナー」として適宜掲載した。章扉

には，情報技術に関連する科学史を掲載して，生

徒の興味を高めるようにした。このように，本文，

例題，側注，デジタルコンテンツ等，多様な方法

で学習内容を丁寧に解説し，アクティブラーニン

グや反転学習にも対応できるように工夫した。

（３）Excel VBAによるプログラミング

プログラミング言語については，学校現場での

普及度の観点から，MicrosoftのExcel VBAを採
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用し，特別なプログラミング実習環境を準備しな

くても授業を展開できるようにした。

第５章のデータ活用の単元で表計算ソフト

（Excel）を生徒に利用させて習熟させた後，第６

章でプログラミングの学習を行うことにした。

２．２ 各章における内容の特徴

（１）情報社会と私たち（第１章）

社会の中で情報が果たす役割や，新しい情報社

会の到来について触れた後，情報が持ついくつか

の特性について説明した。さらに，生徒が学校や

家庭で安全に情報を扱うことができるように，早

めに情報のモラル等の内容を掲載し，生徒の注意

を喚起できるようにした。

知的財産や個人情報の保護など，情報社会の法

規や権利についてしっかり学習できるようにし

た。さらに，社会を支える情報システムや，新し

い情報技術とそれによる課題解決の事例を取り上

げ，情報について学ぶ動機付けを行った。

（２）メディアとデザイン（第２章）

メディアの発達や特性，メディアリテラシー等

の概念を説明した後，コミュニケーションの形態

や手段，特にインターネットを活用した新しいコ

ミュニケーション手段について考えさせる内容を

配置した。

情報デザインの単元では，ユニバーサルデザイ

ンやWebアクセシビリティなどを配慮した情報

デザインの事例を紹介した。生徒が，配色など情報

デザインの理論を学ぶとともに，文書やプレゼン

スライドの作成，Webページの作成など実習を通

じて情報デザインの技術を習得できるようにした。

（３）システムとデジタル化（第３章）

コンピュータの構成や動作，計算の仕組み，ソ

フトウェアの種類やインタフェースなど，情報シ

ステムを構成するハードウェアとソフトウェアに

ついての理解が深まるよう解説した。

２進数と情報量，演算の仕組み，数値・文字・

音声・画像・動画などのデジタル表現について

は，現行科目と同様の説明方法を用いた。また，

補数を使った計算や実数の表現，コンピュータで

の計算や誤差など新しい内容については，生徒が

理解できるよう丁寧に説明した。

（４）ネットワークとセキュリティ（第４章）

ネットワークの構成，通信プロトコル，ルーテ

ィング，Webやメールの仕組みを説明し，生徒

がそれらの理解に基づいて，情報セキュリティを

適切に確保できるようにした。マルウェアの対策，

不正アクセス等のサイバー犯罪の状況について説

明したあと，暗号技術やデジタル署名など，情報

セキュリティを確保する方法について解説した。

（５）問題解決とその方法（第５章）

身近な例題で，生徒が問題解決の過程や方法に

ついて実践的に理解できるようにした。

データの活用については，データの収集・整

理，分析をExcelで行い，データの可視化や回帰

分析，データ分析の手法，さらにデータベースの

基本的な知識を身に付けられるようにした。

モデル化とシミュレーションについては，Ex-

celを使ってシミュレーションを行いながら，問

題解決を経験できるようにした。

（６）アルゴリズムとプログラミング（第６章）

フローチャート，アクティビティ図，状態遷移

図など，アルゴリズムの表記を複数の方法で学ば

せるとともに，プログラミングの手順，言語の種

類や選択ができるように説明した。その上で，順

次・選択・繰り返し，配列や関数の使用，さらに，

探索と整列など，Excel VBAを使ってプログラ

ミングの基礎を習得できるようにした。

表１ 「最新情報�」の目次
章 節（内容）

１章
１節 情報社会
２節 情報社会の法規と権利
３節 情報技術が築く新しい社会

２章
１節 メディアとコミュニケーション
２節 情報デザイン
３節 情報デザインの実践

３章 １節 情報システムの構成
２節 情報のデジタル化

４章 １節 情報通信ネットワーク
２節 情報セキュリティ

５章

１節 問題解決
２節 データの活用
３節 モデル化
４節 シミュレーション

６章 １節 プログラミングの方法
２節 プログラミングの実践


